












The Integration of the Non-Russian Elite into the Russian State Organization in the Second Half of the 18th Century
TANAKA  Yoshihide
Abstract
The Russian nobility had absorbed the individuals and the families voluntarily or involuntarily moving from 
the remarkably various regions in the Eurasian continent until the collapse of the Russian Empire. This paper 
attempts to clarify the features and the tendencies of those immigrants into the eighteenth-century Russian 
Empire who served the army or the state administration particularly after the 1740s. We focus on some topics, 
that is, from which country these non-Russian elite had derived, for what reason they chose the emigration to 
Russia, how they lived and worked in the state organization after the settlement, and so on.
Starting with the Petrine reforms, the Russian Imperial government formed the legal conditions for 
acknowledging tolerance for the immigrants’ religious belief in other Christianity than Russian Orthodoxy and 
giving them material support, which could be a pull factor in facilitating migration.
As compared with the non-Russian elite who moved into the Russian state and worked there in the first half 
of the eighteenth century, more and more Baltic German noble families began to serve the Russian government 
after the 1740s, especially in the field of diplomacy. And a lot of French émigrés came to consider Russia their 
promising destination after the French Revolution. The change in the power relations between the Russian 
Empire and the Ottoman Empire caused the influx into Russia of the Wallachian and Moldavian nobility and the 
Greeks deriving from the regions occupied by the Ottoman Empire.








































ニヒ Münnich, Burkhard Christoph（ロシア名ミニフ
Миних, Бурхардт-Христофор、1683 ～ 1767、デンマー
ク領オルデンブルクの出身）とアイルランド人レシー
Lacy, Peter Edmund（ロシア名ラッシー фон Ласси, 









































年9月30日付けでリフリャンヂヤ公国の貴族（ПСЗ, 1830a, PP. 575-577）、1712年3月1日付けでエストリャンヂヤ公国の貴











































































































































































































































































（ПСЗ, 1830i, PP. 313-316）。加えて同日付けで、到来
する外国人を管理する外国人後見事務局（Канцелярия 
опекунства иностранных）の新設が宣告されると共に




Алексей Григорьевич（1762 ～ 1813）を設けたばかり
の寵臣グリゴーリー・オルローフ Орлов, Григорий 
Григорьевич 伯爵（1734 ～ 83）が任命されている（Н






































Немцы, 1998; 1999a~c; 2000; 2002; 2003a~c; 2004; 


























Гогель 家（ヴュルテンベルク）、グロート Грот 家（ホ
ルシュタイン）、デルヴィース Дервиз 家（ハンブルク）、
ディービチ Дибич 家（シュレージエン）、カンクリー




Коцебу 家（ハノーファー）、レブロン Леброн 家7（オー







ム プ フ Ренненкампф（Rennenkampff）家（ オ ス ナ ブ
リュック）、サイン = ヴィトゲンシュテーイン Сайн-
Витгенштейн 家、シュヴァネバフ Шванебах 家、シュ
ティーグリッツ Штиглиц 家（バルデック公国）、とな
る。彼らの中には、例えばプファルツやフランスで

















爵位を与えられた（Федоленко, 2003, PP. 261-262）。陸
軍大将として第₂次ロシア = トルコ戦争（1787 ～ 91
年）に従軍中、オデッサ近郊のキリヤー Килия 要塞攻
防戦で戦死している（Екатерина, 2008, P. 290）。
ポ ゲ ン ポ ー リ Поггенполь, Вильгельм Людвиг











可能性も考えられる。（Дворянский, 1999, PP. 46-48）。
同じ商人身分出身でも、カプゲル Капгер, Иоганн 




る（Дворянский, 2010, PP. 35-36）。また特殊技能とい













フランス語で「Valet de chambre Pierr Le Brun」と署名するなど、ドイツ人としてのアイデンティティは乏しく見える












































ル Бер （Bähr） 家、 ゲ ー ン ド リ コ フ Гендриков 家、
ド ゥ ー ベ リ ト Дубельт 家、 エ フ ィ ー モ フ ス キ ー
Ефимовский 家、イクスクーリ Икскуль 家、ケーイゼ
ルリンク Кейзерлинг（Keyserling）家、クレインミー
ヘリ Клейнмихель 家、ラームズドルフ Ламздорф 家、
リーヴェン Ливен（Lieven）家、マーイデリ Майдель
（Maydell））家、 メ ン グ デ ン Менгден （Mengden） 
家、 ニ ロ ー ト Нирод 家、 オ ー ス テ ン = サ ー ケ ン
Остен-Сакен（Osten-Sacken） 家、パートクリ Паткуль




ル Бер, Иван Михайлович（1763/64 ～ 1848年 ）の 父
はリガ市の商人であり（Дворянский, 2008, PP. 39）、
1775年にキエフ・マスケット銃兵連隊伍長としてロ
シア勤務を開始したクレインミーヘリ Клейнмихель, 
Андрей Андреевич（1757 ～ 1815）の父は同じくリガ











（Федоленко, 2003, PP. 385-386）。またエカチェリーナ
の姉妹フリスチーナ（1687 ～ 1729）およびアンナと
それぞれ結婚していた農民ゲーンドリコフ Гендриков, 
Симон Леонтьевич（1672 ～ 1728）およびエフィーモ
フ ス キ ー Ефимовский, Михаил Ефимович（Михаэль 
Йохим）の子供達も、従妹に当たる女帝エリザヴェー
タの治世、1742年にやはりロシア帝国の伯爵位を与え


















デ = ト ー リ Барклай-де-Толли（Barclay de Tolly）家
（スコットランド）、ベンケンドールフ Бенкендорфы




















































として活躍したデヴィエール Девиер（De Vieirra）, 







































ネフ де Вильнев 侯爵により受け出された」とされる
（Переворот, 1997, P. 122）。
こうした苦難にもかかわらず、彼は1741 ～ 43年の
対スウェーデン戦争にも、レシー父子やキースらと共
に将官として参加しており（Переворот, 1997, P. 213）、





流れを汲むバリメーン Бальмен（Balmeine）, Богдан 
Адрианович もまたジャコバイトに属すると考えられ




















イク Грейг, Самуил Карлович、1736 ～ 88）とその子孫
































モーフスキー Разумовский, Кирилл Григорьевич（1728
～ 1803）の近侍（камердинер）を経て、1747年から大
公妃エカチェリーナの近侍に採用されたバスティドン









（d'Anzas, Danzas）家（Дворянская, 2000, PP. 88-94）、
ラムベールト Ламберт 家（Федоленко, 2003, PP. 232-
233）、シャムボラント Шамборант（Chamborant）家


























いたカプニースト Капнист 家（Федоленко, 2003, PP. 
181-182）、コルフ島出身のコンドイディー Кондоиди
（Condoidi） 家（Российский, 2007, PP. 105-106）、 コ
ンスタンティノープルからクレタ島を経てケファ
ロニア島に移住していたメリッシノ Мелиссино 家



















点では宮廷の近侍を務めていた（Российский, 2009, P. 
245）。
またコンスタンティノープルに居住していたフリ
ゾスクレーエフ Хризоскулеев, Юрий Иванович（1705
年生まれ）は、1733年、隠密業務を担う現地人を必
要としていたロシア公使ネプリューエフ Неплюев, 
































































Витвинский 家、 グ ル シ ェ ー フ ス キ ー Грушевский
家、グドーヴィチ Гудович 家、ドリーヴォ = ドブ
ロ ヴ ォ ー リ ス キ ー Доливо-Добровольский（Doliwo-
Dobrowolski） 家、プリエムスキー Приемский 家、ル
ジチェーフスキー Ржичевский（Рзишевский）家、サ










ト₂世（在位1697 ～ 1706年、1709 ～ 33年）に重用され、
ロシアとの接点を持っていたことにより、アウグスト
の死を契機としてロシア勤務を選んだシュラフタ、ル
ジチェーフスキー Ржичевский, Ян Иероним（1703年生















なお他にメルデル Мердер 家（Федоленко, 2003, PP. 














ルク Адлерберг 家、ボウル Боур 家、ギールス Гирс
家、カムペンガウゼン Кампенгаузен 家、カウリバル
ス Каульбарс 家、フレデリークス Фредерикс 家がある
が12、この内フレデリークス家は、北方戦争でロシア
軍の捕虜となったスウェーデン軍士官の子孫とされる




（Шебалдина, 2005; Тоштендаль-Салычева&Юнсон, 
2009; 入江 , 2011）、世紀中葉のオスマン帝国人捕虜



































勤務に迎えられたとされる（Российский, 2009, PP. 250-251）。現地の外交施設がロシアへの移動や勤務の窓口として機能
し得た点は、先述のギリシア人フリゾスクレーエフの事例と共通しており、駐在外交官の任務や日常的な行動様式との関
係性に関しても改めて考察する必要があるだろう。
12　ただし、カムペンガウゼン家は17世紀中葉にオランダから（Федоленко, 2003, P. 177）、カウリバルス家も17世紀にポンメ








渡来したデフォリニ Дефолини, Вильгельм Францович
（1709年生まれ）が1755年時点で宮廷小姓の指南役
（Российский, 2007, PP. 95-96）、またチューリヒで生
誕後、ドイツ、イタリア、オランダを移動中に1721年
にロシア勤務にリクルートされたシェーレル Шерер, 
Каспар（Csherer, Caspar）（1689 ～ 1755） が1755年
時点でポーランド駐在の外交官として勤務したが










































（Екатерина, 2003, PP. 252-253）。さらに前後の報告書
でも、ケーイゼルリンク自身の動向に対する注目や駐
露オーストリア大使メルシー Florimond Claude von 
Mercy-Argenteau 伯爵（1727 ～ 94）による彼への警
戒心などが記されており（Екатерина, 2003, PP. 253-
255）、彼が諸国のマークする人物だったことがうかが
える。

















戦争（1740 ～ 48年）の過程においてマリア = テレジ







（Российский, 2007, P. 104）。
ゴルツによれば「年齢にしては極度に元気」と評さ









にあったビューレン Bühren, Ernst Johann（ロシア名











（Korff, Jogann Albrecht、1697 ～ 1766）がいる。1730
年代にやはりロシアで勤務したマンシュチェイン






（Перевороты, 1997, PP. 255-256）。アンナの即位に際
し皇帝権力の制限を求めた最高枢密院の試みを打倒す
る上で、オスチェルマーンとアンナとの連絡役を果た









（Российский, 2007, PP. 106-107）、没するまで現地で
駐在使節を務めた。ちなみに1741年12月、即位した直
後の女帝エリザヴェータが、自身の後継者として甥の
ホルシュタイン = ゴットープ公爵カール = ペーター
= ウルリヒ Karl Peter Ulrich（後のピョートル大公）
をロシアに招こうとした際、キールで彼を迎えペテル
ブルクまで同行したのも、当時駐デンマーク公使を務






















Симолин, Иван Матвеевич（1720 ～ 99）は1743年に外
務参議会の事務局員見習（канцелярии-юнкер）として
13　この時期、後にポーランド王国最後の国王となるスタニスワフ・ポニャトフスキPoniatowski, Stanisław August（在位1764





































めたパウリセーン Паульсен, Христофор Михайлович
（Paulsen, Christoff、1696年生まれ）もまた、1755年の
時点で、次男カルル（1738年生まれ）にはイタリア人













コ Безбородко, Александр Андреевич（1747 ～ 99）が、
1792年時点で最も信頼する下僚の一人と見なしていた
モルコーフ Морков, Аркадий Иванович（1747 ～ 1827）
については、若年から外交使節団に身を置き、とりわ
け長期にわたってフランス駐在使節バリャチーンス
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